
終
戦
後
、
食
糧
不
足
や
物
価
急

騰
な
ど
社
会
が
混
乱
す
る
中
で
、

庶
民
に
と
っ
て
最
大
の
娯
楽
は
映

画
で
し
た
。
ど
こ
の
映
画
館
も
、

楽
し
み
に
飢
え
た
観
客
で
あ
ふ
れ
、

立
ち
見
が
当
た
り
前
。
人
波
で
後

方
の
座
席
が
バ
リ
ッ
、
バ
リ
ッ
と

音
を
立
て
て
壊
れ
る
中
で
も
、
ス

ク
リ
ー
ン
を
食
い
入
る
よ
う
に
見

て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

当
時
、
私
は
旧
制
の
中
学
生
。げ

映
画
鑑
賞
に
は
、
ほ
お
歯
の
高
下

た駄
を
愛
用
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
履
い
て
行
く
と
、
背
が
高
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
足
を
踏
ま
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
ず
か
数

セ
ン
チ
で
し
た
が
、
銀
幕
の
世
界

が
違
っ
て
見
え
た
も
の
で
す
。

終
戦
の
翌
年
に
は
、
戦
争
に
よ

る
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
、
外
国
作
品

の
上
映
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま

だ
テ
レ
ビ
も
無
く
、
海
外
旅
行
な

ど
は
想
像
も
つ
か
な
い
時
代
。
国

民
は
、
世
界
に
開
か
れ
た
唯
一
の

窓
で
あ
る
映
画
か
ら
、
異
国
の
文

化
や
知
識
を
吸
収
し
ま
し
た
。
ジ

ョ
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
の
西
部
劇
や
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
に
胸
が
高
鳴
り
、「
カ

サ
ブ
ラ
ン
カ
」「
風
と
共
に
去
り

ぬ
」「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
に
魅
了
さ

れ
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
作
品
や
「
第

三
の
男
」
に
興
奮
を
覚
え
ま
し
た
。

世
の
中
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻

す
と
と
も
に
、
観
客
数
も
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
ま
す
。
昭
和
三
十

三
年
に
は
、
国
内
の
入
場
者
数
が

十
一
億
人
を
超
え
ま
し
た
（
国
民

一
人
当
た
り
の
年
間
観
賞
本
数
は

一
二
・
三
本
）。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
終
戦
時

に
は
十
二
館
だ
っ
た
市
内
の
映
画

館
数
も
、
昭
和
三
十
五
年
に
は
五

十
三
館
ま
で
に
増
加
。
日
劇
、
東

映
、
大
映
、
日
活
と
い
っ
た
製
作

会
社
の
直
営
館
が
都
心
に
並
び
立

つ
一
方
、
地
元
の
映
画
館
も
、
山

鼻
、
藻
岩
、
桑
園
、
円
山
、
琴
似
、

豊
平
、
美
園
、
月
寒
、
白
石
、
苗

穂
、
北
二
十
四
条
な
ど
市
内
一
円

に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
札

幌
の
人
口
は
約
五
十
二
万
人
。
現

在
の
人
口
が
約
百
八
十
四
万
人
で
、

映
画
館
数
が
四
十
一
館
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
と
、
そ
の
こ
ろ
の
映

画
の
隆
盛
ぶ
り
が
お
分
か
り
い
た

だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
三
十
年
代
を
ピ
ー
ク
に
、

テ
レ
ビ
の
普
及
や
レ
ジ
ャ
ー
の
多

様
化
に
よ
り
全
国
的
に
映
画
館
の

数
は
減
っ
て
い
き
ま
す
。
映
画
業

界
で
は
、
客
足
の
減
少
を
食
い
止

め
る
た
め
に
、
作
品
の
カ
ラ
ー
化

を
は
じ
め
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
大
型

化
や
音
響
設
備
の
充
実
な
ど
を
積

極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
日
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
が
進
歩
し
、
フ
ィ
ル
ム
で
は
な

く
、
衛
星
配
信
に
よ
る
全
国
一
斉

上
映
と
い
う
試
み
も
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
無
声
映
画
か
ら
出

発
し
た
映
画
―
―
。
今
後
も
、
時

代
と
と
も
に
そ
の
可
能
性
を
広
げ

な
が
ら
、
娯
楽
の
中
心
と
し
て
隆

盛
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

街
並
み
や
暮
ら
し
の
変
遷
と
と
も
に

大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
昭
和
の
札
幌
。

そ
の
一
場
面
に
居
合
わ
せ
た
方
に
、

思
い
出
の
旅
へ
と
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

東京から北で最も豪華な劇場といわれた松竹座（南４西３）を取り巻く人々。後の１０年間で、
市内の映画館数はピークに達する（昭和２６年） （北海道新聞社提供）

東宝プラザ（狸小路５丁目）の前身で
ある日活館（昭和３１年）

札
幌
と
映
画

第
二
回

た
に

い

け
い

し

ろ
う

今
回
の
ご
案
内
役
は
…

谷
井
敬
四
郎
さ
ん（
東
宝
プ
ラ
ザ
取
締
役
社
長
）

せ

り

ふ

お
気
に
入
り
の
場
面
、心
に
刻
ま
れ
た
台
詞

か
つ
て
街
中
が
銀
幕
の
世
界
に
夢
を
見
た

※７月号の第１回で定山渓鉄道をご紹介したところ、同鉄道は白石、東札幌、苗穂、札幌
の各駅からも乗客を運んでいたとのご指摘を多数いただきました。ありがとうございます。 112222000022――��――広広報報ささっっぽぽろろ


